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6
月
定
例
会
は
6
月
27
日
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
補
正
予
算
5
件
、
第
三
次
雲
南
市
総

合
基
本
計
画
構
想
な
ど
議
案
13
件
、
速
水
雄
一

氏
を
名
誉
市
民
に
推
挙
す
る
同
意
案
件
な
ど
を

審
議
、
可
決
し
ま
し
た
。 

主
な
補
正
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。 

                     

6
月
定
例
会
一
般
質
問
は
14
日
か
ら
18
日
ま

で
行
わ
れ
、
15
人
の
議
員
が
雲
南
市
が
抱
え
る

様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

多
か
っ
た
の
は
4
月
24
日
、「
人
口
戦
略
会
議
」

が
将
来
的
に
消
滅
可
能
性
が
あ
る
と
み
な
し
た

市
町
村
の
中
に
雲
南
市
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
人
口
減
少
対
策
や
財
政
運
営
を
ど
う
進
め

る
か
、
と
い
っ
た
視
点
、
そ
し
て
小
田
川
教
育
長

就
任
後
初
と
な
る
定
例
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
今

後
の
教
育
行
政
の
進
め
方
等
に
質
疑
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

   
雲
南
市
は
6
か
町
村
が
平
成
16
年
11
月
1
日

に
合
併
し
、
本
年
11
月
で
合
併
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
今
年
は
様
々
な
行
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                      

  

ラ
メ
ー
ル
の
大
規
模
改
修
の
是
非
な
ど
市
の
財

政
に
関
し
、
お
問
合
せ
や
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。 

本
年
度
か
ら
始
ま
る
、
及
び
今
後
予
定
さ
れ
る

大
規
模
事
業
を
ま
と
め
た
の
が
左
表
で
す
。 

              

 

一
方
、
特
定
目
的
基
金
を
除
く
基
金
（
非
常
時

の
た
め
余
力
が
必
要
）
の
推
移
が
左
で
す
。 

                  

基
金
が
底
を
つ
き
、
待
っ
た
な
し
の
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
改
め
て
必
要
な
事
業
と

は
何
か
、
不
要
な
事
業
は
な
い
か
、
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
議
論
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
初
代

雲
南
市
長
と
し
て
4
期
16
年
に
わ
た
り
市
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
速
水
雄
一
氏
が
名
誉
市
民

と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

速
水
氏
の
功
罪
に
つ
い
て
市
井
で
は
様
々
な

評
価
が
あ
り
ま
す
が
、
①
合
併
当
初
あ
っ
た
多
額

の
市
債
（
借
金
）
を
圧
縮
す
る
た
め
財
政
非
常
事

態
宣
言
を
発
出
し
財
政
再
建
に
当
た
ら
れ
た
こ

と
、
②
市
民
に
よ
る
小
規
模
多
機
能
自
治
を
推
進

さ
れ
た
こ
と
、
③
合
併
後
15
年
間
、
適
用
さ
れ

た
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
交
付
税
の
減
額
幅
の

縮
小
に
全
国
首
長
の
先
頭
に
立
っ
て
尽
力
（
雲
南

市
財
政
に
約
93
億
円
の
寄
与
＝
H

26
～
R

2
、

中
林
試
算
、
今
後
も
効
果
は
持
続
）
さ
れ
た
こ
と
、

等
は
特
筆
す
べ
き
成
果
で
す
。 

  

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
雲
南
市
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
は
、
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
が
今

年
5
月
に
着
工
、
来
年
夏
頃
の
オ
ー
プ
ン
に
む

け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
下

熊
谷
地
区
の
事
業
は
一
区
切
り
つ
き
ま
す
。 

            

今
後
は
木
次
駅
前
地
区
の
再
開
発
に
む
け
た

事
業
化
に
軸
が
移
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
は
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
、
6
月
19
日

に
市
長
あ
て
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業 

名
誉
市
民
に
速
水
雄
一
元
雲
南
市
長 

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
、
次
ス
テ
ー
ジ
へ 

 

単位：千円

当初 補正 補正後

コミュニティ助成事業

（大東町阿用地区）
0 2,000 2,000

宝くじ助成事業を活用し、地域防災活動に必

要な備品等の購入

コミュニティ助成事業

（加茂まちづくり協議会）
0 1,000 1,000

宝くじ助成事業を活用し、通学路確保のため

の除雪機購入

コミュニティ助成事業

（吉田地区振興協議会）
0 1,000 1,000

宝くじ助成事業を活用し、独居高齢者対象の

除雪支援事業強化のため除雪機購入

地域活性化センター助成事業

（掛合　project U）
0 1,500 1,500

草刈代行など地域若者による課題解決を手掛

ける地域づくり団体への乗用草刈機補助

予防接種事業 140,430 72,708 213,138
高齢者インフルエンザワクチン接種

新型コロナウィルスワクチン接種（R6年秋）

水田園芸拠点づくり事業 0 23,775 23,775 水田園芸に必要な施設・設備への補助

道の駅さくらの里きすき

活性化事業
0 61,439 61,439

用地買収費、産直施設改修設計費

ほぼ全額を市債（借金）で賄う

予算額
事  業  名 説　　明

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ホテル名 

ドーミーイン EXPRESS出雲の國雲南 

◎建築概要 

  鉄筋コンクリート造５階建 94室 

発 行  

中林たかし事務所 

雲南市加茂町神原 733-4 

電兼 FAX 49-6373 

 
 

 
 

 
 

 
 

瑞
風 

 

⑦は中林が予想する事業、⑦及び⑧の金額は中林の推定 

事 業 名 時期
金額

（凡その見込）

① 道の駅きすき駐車場 今年度から 4億円弱

② ラメール大規模改修 今年度から 21億円

③ 木次中学校建替え 今年度から 40億円

④
交流センター建築

幡屋、民谷
今年度から 9億円弱

⑤
旧本庁舎、旧久野小、

加茂小プール等解体
今年度から 10億円

⑥ 中村団地現地建替え 今年度から 10億円弱

⑦
学校建替え　海潮小、阿用小

加茂小、加茂中など
今後

100～200億円

それ以上とも

⑧
次期可燃ごみ焼却施設

雲南市・奥出雲町・飯南町共同事業

令和13年度

までに建設
200億円とも

議
会 

報
告 

財
政
運
営
に
問
題
は
な
い
か
？ 

一
般
質
問
の
主
な
論
点 

 

上記他、大東よいとこ祭、加茂よっといで祭、きすきがっしょ祭、みとやっこ祭等も協賛で様々なイベント開催予定 

実施月日 事業名 会場 内　容

令和5年12月 20周年記念ロゴマーク作成
ポスター、チラシ、懸垂幕

等に使用

7月上旬～
プレミアムカタログ事業

（20周年記念販売）

雲南市商工会が実施主体で記念

事業として内容の充実を図る

7月12日

7月13日

全国史跡整備市町村協議会

雲南市大会

チェリバホール

菅谷たたら山内

講演会

現地見学会

8月4日
「開運！なんでも鑑定団」

テレビ収録
アスパル テレビ東京番組

8月28日 NHK夏期巡回ラジオ体操
木次小

グラウンド
NHKラジオ生放送

10月12日
20周年記念式典

（メイン事業）
アスパル 記念式典、名誉市民顕彰ほか
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動
画
を
下
記
QR
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す 

      

問 人
口
戦
略
会
議
が
公
表
し
た
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
雲
南
市
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
市
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
、
対
策
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

社
会
減
の
改
善
や
定
住
者
の
増
加
な
ど
一
定

の
成
果
は
み
ら
れ
る
も
の
の
社
会
像
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
高
校
生
が
進
学
等
で
市
外
に
流
出
し

た
後
の
U
タ
ー
ン
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
高
校

卒
業
生
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
た
め
に
雲
南
市

の
情
報
誌
を
作
成
し
継
続
的
に
配
布
す
る
、
大
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
等
に
努
め
る
。 

問 市
保
有
の
遊
休
地
や
地
域
か
ら
要
望
の
あ
る

土
地
を
活
用
し
て
住
宅
地
を
整
備
す
る
考
え
は
。 

答
（
副
市
長
） 

現
在
、
雲
南
市
土
地
開
発
公
社
で
は
今
後
10
年

後
を
見
据
え
た
第
3
次
総
合
計
画
を
策
定
中
。

住
宅
地
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
場
所
の
選
定
作

業
を
行
っ
て
お
り
年
内
を
め
ど
に
計
画
を
取
り

ま
と
め
、
切
れ
目
な
く
住
宅
供
給
を
進
め
る
。 

問 5
月
23
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
木
次
線
に
つ
い
て

地
元
協
議
の
意
向
を
示
し
た
。
本
市
の
対
応
は
。 

答
（
市
長
） 

島
根
県
を
通
じ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
前
提
を

置
か
ず
に
協
議
を
行
う
趣
旨
だ
と
聞
い
て
い
る
。

県
や
沿
線
自
治
体
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。
大
前
提
と
し
て
、
廃
止
を
意
図
す
る
議
論

は
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
考
え
る
。 

   

問 教
育
長
就
任
に
当
た
り
抱
負
、
ど
の
よ
う
な
考

え
で
職
務
を
遂
行
す
る
考
え
か
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

私
が
目
指
す
教
育
は
雲
南
市
に
誇
り
を
持
つ

子
供
の
育
成
、
子
供
を
中
心
に
置
い
た
学
校
教
育

の
推
進
、
豊
か
な
人
間
性
を
持
ち
予
測
不
能
で
変

化
の
激
し
い
社
会
へ
対
応
で
き
る
子
の
育
成
だ
。 

問 市
内
児
童
生
徒
の
虫
歯
り
患
状
況
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

令
和
5
年
度
、
6
歳
児
で
約
47
％
、
12
歳
児

で
39
％
の
虫
歯
が
あ
っ
た
。
本
市
は
全
国
よ
り

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。 

問 市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
不
登
校
の
実

態
、
原
因
と
対
策
を
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

令
和
4
年
度
調
査
で
小
学
生
が
国
1.7
％
、
県

2.4
％
、
本
市
2.5
％
、
中
学
生
が
国
6
％
、
県
6.7
％
、

本
市
は
8
％
と
小
中
い
ず
れ
も
高
い
状
況
だ
。 

                 

不
登
校
の
原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が

多
く
、
ま
た
、
個
別
の
状
況
も
あ
り
原
因
が
究
明

で
き
て
い
な
い
。
不
登
校
は
だ
れ
に
も
起
こ
り
う

る
こ
と
だ
と
認
識
し
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 本
市
は
小
中
一
貫
教
育
と
義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
議

論
は
十
分
と
い
え
る
か
。 

答
（
教
育
長
） 

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
小
中
一
貫
学
園
化

構
想
で
は
令
和
7
年
度
を
目
途
に
学
校
、
学
校

運
営
業
議
会
、
地
域
自
主
組
織
、
教
育
委
員
会
で

小
中
一
貫
学
園
化
構
想
に
つ
い
て
協
議
す
る
予

定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
や
保
護

者
へ
説
明
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
た
め
計
画
通

り
に
進
ん
で
い
な
い
。 

問 市
報
う
ん
な
ん
5
月
号
に
中
高
一
貫
教
育
に

つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。
小
中
一
貫
教
育

に
つ
い
て
さ
え
十
分
な
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な

い
中
で
唐
突
感
が
あ
る
。
真
意
は
何
か
。 

答
（
教
育
長
） 

平
成 

25
年
度
か
ら
市
内
高
校
と
連
携
し
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
の
一
貫
し
た
雲
南
市
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
き
た
取
組
に
つ
い

て
記
載
し
た
も
の
。
従
っ
て
文
科
省
が
定
め
広
く

一
般
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
中
高
一
貫
教
育
と
い

う
用
語
と
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
、
用
語
の
使

い
方
が
適
切
で
な
か
っ
た
と
反
省
す
る
。 

問 大
東
高
校
へ
の
入
学
者
数
が
減
少
し
学
校
の

存
続
が
懸
念
さ
れ
る
。
存
続
に
向
け
市
の
所
見
、

対
策
を
伺
う
。 

答
（
教
育
部
長
） 

大
東
高
校
は
市
内
に
お
け
る
最
高
教
育
機
関

で
あ
る
と
と
も
に
地
域
に
と
っ
て
も
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
雲
南
式
探
求
や
通
学
環
境
の
確
保
、
市
報

や
S

N

S
を
活
用
し
学
校
活
動
や
部
活
な
ど
の

情
報
発
信
に
努
め
生
徒
確
保
の
支
援
を
行
う
。 

   

問 本
市
の
林
業
の
状
況
、
市
等
が
所
有
し
て
い
る

森
林
面
積
、
資
源
量
を
伺
う
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

3

ha
以
上
で
森
林
経
営
を
行
う
林
業
経
営
体

数
は
法
人
6
、
個
人
が
95
。
個
人
経
営
体
の
多

く
は
森
林
組
合
等
へ
経
営
委
託
さ
れ
て
い
る
。
公

的
機
関
は
面
積
の
32.6
％
、
資
源
量
は
30.5
％
を
占

め
て
い
る
。 

問 市
産
材
の
公
共
建
築
物
へ
の
利
用
が
十
分
で

は
な
い
。
モ
デ
ル
的
な
事
業
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

雲
南
市
木
材
利
用
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

に
従
い
500
㎡
以
下
の
建
築
物
は
木
造
化
を
基
本
、

500
㎡
以
上
の
建
築
物
は
内
装
の
木
造
化
を
進
め

て
い
る
。 

問 本
市
の
林
業
は
生
業
と
な
り
う
る
か
。
生
業
と

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

森
林
組
合
等
の
法
人
経
営
体
は
利
潤
を
追
求

す
る
企
業
体
と
し
て
事
業
展
開
、
森
林
組
合
へ
経

営
委
託
さ
れ
て
い
な
い
個
人
経
営
体
で
は
収
益

が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
生
業
と
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
山
林
の
団
地
化
、
集
約
を
進

め
る
こ
と
で
施
業
の
効
率
化
、
経
費
削
減
と
販
路

拡
大
に
取
り
組
み
収
益
力
の
向
上
を
目
指
す
。 

   

問 市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

雲
南
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
、
20
周
年

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、「
開
運
！
な
ん
で
も

鑑
定
団
」
公
開
収
録
、「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

キ
ャ
ラ
バ
ン
㏌
雲
南
市
、
N

H

K
夏
季
巡
回
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
が
あ
る
。 

 今
回
の
一
般
質
問
は
、
市
内
小
中
学
校
の
現
場
に

お
け
る
状
況
と
課
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
デ
ー

タ
を
見
る
限
り
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
状
況
が
見

え
ま
し
た
。
対
策
が
急
務
で
す
。
ま
た
、
市
制
施

行
20
周
年
記
念
事
業
は
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
よ
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
、
今
後
20
年
、
30
年
先
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
議
論
す
る
機
会
が
あ
っ

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。（
た
か
し
） 

雲
南
市
の
将
来
像
に
つ
い
て 

教
育
に
つ
い
て 

林
業
に
つ
い
て 

市
制
施
行
20
周
年
に
つ
い
て 

中
林
た
か
し
の
一
般
質
問 

 

雲南市中学校生徒の不登校の割合 

 

（雲南市の過去データは非公表につき中林が破線で想定表示） 
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全国 島根県 雲南市％


